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序

法
学
部
長
兼
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
法
学
部
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
森
征
一
教
授
が

本
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
る
。
よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、
本
年
五
月
ま
で
森
先
生
は
な
お
慶
慮
義
塾
常
任
理
事
の
要
職
に
あ

る
。
総
務
・
危
機
管
理
・
広
報
・
三
田
会
担
当
と
し
て
ま
だ
残
り
数
か
月
、
義
塾
の
た
め
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
過
去
四
年
間
、
森
常
任
理
事
は
義
塾
の
一
五
O
年
事
業
の
中
核
で
あ
る
募
金
活
動
の
責
任
者
と
し
て
東
奔
西
走
の
ご
活
躍
を
さ

れ
、
見
事
に
目
標
額
の
達
成
を
果
た
さ
れ
た
。
法
学
部
長
時
代
も
、
森
先
生
は
法
科
大
学
院
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大

学
と
の
学
術
交
流
を
推
進
さ
れ
、
多
く
の
若
手
教
員
の
よ
き
相
談
相
手
と
し
て
学
部
の
和
の
形
成
に
意
を
尽
く
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
法
学
部
の
み
な
ら
ず
義
塾
の
発
展
に
絶
大
な
る
ご
貢
献
を
果
た
さ
れ
た
森
教
授
が
法
学
部
を
去
ら
れ
る
こ
と
は
、
誰
か
ら
も
好

か
れ
る
そ
の
お
人
柄
も
あ
っ
て
、
こ
の
う
え
な
い
寂
し
さ
を
覚
え
ざ
る
を
え
な
い
。

北
海
道
に
生
ま
れ
育
っ
た
森
征
一
教
授
が
慶
藤
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
に
入
学
し
た
の
は
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
翌
六
四
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
急
激
な
経
済
成
長
を
迎
え
て
い
た
戦
後
日
本
の
青
年
時

代
に
時
間
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
若
き
森
征
一
も
一
人
の
塾
生
と
し
て
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

を
卒
業
し
、
そ
の
ま
ま
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
学
専
攻
修
士
課
程
に
進
学
し
た
が
、
こ
の
間
の
学
問
の
師
は
憲
法
学
の
田
口
精
一

教
授
で
あ
っ
た
。
一
九
七
O
年
に
修
士
課
程
を
修
了
後
、
森
先
生
は
法
学
部
助
手
に
任
用
さ
れ
、
こ
れ
以
後
は
法
制
史
研
究
を
極
め

る
た
め
に
手
塚
豊
教
授
の
薫
陶
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、
博
士
課
程
に
関
し
て
は
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

一
九
六
七
年
に
学
部

序

v 



に
進
学
す
る
こ
と
で
、
専
門
に
よ
り
近
い
勝
田
有
恒
教
授
の
指
導
も
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
七
二
年
か
ら
二
年
間
、

森
先
生
は
西
洋
法
制
史
研
究
の
深
化
の
た
め
に
イ
タ
リ
ア
政
府
給
費
留
学
生
と
し
て
ロ

l

マ
大
学
に
留
学
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
の

留
学
に
お
い
て
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
の
森
先
生
の
学
問
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
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一
九
七
六
年
に
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
を
単
位
取
得
退
学
す
る
と
同
時
に
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師
に
昇
任
し
、
三

一
九
八
五
年
一
O
月
か
ら
は
一
年
間
、
国
際
交
流
基
金
の
派
遣
講
師
と
し
て
ブ

年
後
の
七
九
年
に
は
同
助
教
授
に
昇
任
し
て
い
る
。

ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
に
留
学
し
、
そ
の
後
の
塾
法
学
部
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
と
の
連
携
強
化
の
礎
を
築
か
れ
る
こ
と

に
な
る
。
帰
国
後
八
八
年
に
法
学
部
教
授
に
昇
任
し
、
三
年
後
の
一
九
九
一
年
に
は
二
年
間
塾
派
遣
留
学
生
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
大
学

に
留
学
さ
れ
た
。
九
五
年
四
月
か
ら
四
年
間
学
生
総
合
セ
ン
タ
ー
就
職
部
長
、
二0
0
0

年
四
月
か
ら
一
年
半
、
学
生
総
合
セ
ン
タ

1

長
・
学
生
部
長
を
兼
務
さ
れ
る
な
ど
、
学
生
に
最
も
近
い
現
場
の
部
署
で
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
。
そ
し
て
二

O
O

一
年
一
O
月
か

ら
四
年
弱
、
法
学
部
長
・
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
と
し
て
学
部
・
研
究
科
の
激
務
に
当
た
ら
れ
、
二O
O
五
年
七
月
か
ら
は
慶

藤
義
塾
常
任
理
事
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
森
学
部
長
時
代
、
私
は
学
部
長
補
佐
の
一
人
と
し
て
お
仕
え
し
た
。
先
生
の
人
柄

ゆ
え
に
い
つ
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
会
議
で
は
あ
っ
た
が
、
学
部
内
に
あ
っ
た
難
題
の
数
々
を
見
事
に
、
し
か
も
人
間
的
に
一
つ
一

つ
丁
寧
に
処
理
さ
れ
て
い
く
お
姿
に
は
い
つ
も
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。
複
雑
な
案
件
は
い
つ
も
ご
自
身
一
人
で
責
任
を
背
負
わ
れ
、
補

佐
の
人
た
ち
に
負
担
を
か
け
ま
い
と
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
二

0
0
0

年
か
ら
の
四
年
間
、
森
先
生
は
法
文
化
学
会
理
事
長
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
た
。
ま
た
、
森
先
生
は
、
長
年
慶
慮
義
塾
体
育
会
柔
道
部
長
と
し
て
も
部
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

森
征
一
教
授
の
研
究
の
中
心
は
中
世
イ
タ
リ
ア
の
法
学
者
バ
ル
ト
ル
ス
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
す
る
多
く
の
論
考
が
公
刊
さ
れ
て
い

る
。
近
代
国
家
成
立
以
前
の
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
古
代
ロ
l

マ
法
の
再
解
釈
を
通
じ
て
、
ロ
ー
カ
ル
な
「
地
域
特
別
法
」
と
グ
ロ
ー

バ
ル
な
「
共
通
法
」
の
調
和
を
追
究
す
る
な
か
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ

た
の
が
近
代
国
家
形
成
の
哲
学
的
基
礎
を
提
供
し
た
バ
ル
ト
ル
ス
と
そ
の
法
理
論
で
あ
っ
た
。
森
教
授
に
よ
れ
ば
、
こ
の
バ
ル
ト
ル



ス
の
法
理
論
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
E
U

（
欧
州
連
合
）
の
思
想
的
系
譜
を
た
ど
り
、
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
「
逆
照
射
」

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
こ
を
起
点
に
森
教
授
の
学
問
領
域
は
さ
ら
に
広
が
り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
法
の
研
究
を
通
し
て

『
ポ
日
法
律
用
語
集
』
（
有
斐
閣
、
二0
0
0

年
）
を
共
編
さ
れ
、
明
治
期
に
日
本
に
来
日
し
た
イ
タ
リ
ア
人
法
律
顧
問
パ
テ
ル
ノ
ス

ト
ロ
に
関
す
る
優
れ
た
論
考
も
数
編
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
共
編
著
と
し
て
『
満
場
一
致
と
多
数
決
ー
ー
も
の
の
決
め
方
の
歴
史
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
、一
九
八
O
年
）
、
「
法
と
正
義

一
九
九
七
年
）
、
『
福
津
諭
吉
の
法
思
想
』
（
慶
藤
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O

二
年
）
、

西
洋
法
制
史
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
O
O

四
年
）
、
『
法
文
化
と
し
て
の
租
税
』
（
国
際
書
院
、
二
O
O

五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
『
法
と
正
義
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
l

』
は
、
法
理
に
関
す
る
歴
史
的
図
像
を
解
釈
す
る
こ
と
で
法
や
正
義
の
イ
メ
ー
ジ
を
浮
き

い
ず
れ
の
業
績
も
豊
か
な
発
想
に
満
ち
溢
れ
た
森
教
授
の
学
問
空
間
の
広
が
り

の
イ
コ
ノ
ロ
ジ

l

』
（
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、

『
概
説

彫
り
に
し
よ
う
と
す
る
画
期
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。

と
柔
軟
性
を
示
し
て
い
る
。

森
征
一
教
授
は
心
底
か
ら
慶
麿
’
義
塾
を
愛
し
、
そ
し
て
法
学
部
を
愛
し
て
い
る
。
森
教
授
は
こ
の
中
心
線
が
一
貫
し
て
お
り
、
そ

こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
何
を
話
し
て
い
て
も
、
お
酒
を
飲
ん
で
い
て
も
、
「
慶
謄
い
い
よ
ね
え
」
「
法
学
部
い
い
よ
ね

え
」
の
言
葉
が
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
ご
退
職
後
、
ゆ
っ
く
り
と
研
究
に
専
念
す
る
た
め
に
故
郷
の
「
北
海
道
へ
帰
り
た
い
」
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
こ
に
お
ら
れ
る
に
せ
よ
、
森
征
一
教
授
と
慶
慮
義
塾
そ
し
て
法
学
部
は
い
つ
で
も
心
が
繋
が
っ
て
い
る
。
慶
麿
義
塾

と
法
学
部
に
対
す
る
森
先
生
の
長
年
の
ご
貢
献
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
先
生
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
と
ご
健
康
を
祈
念
し
て
、
本
号

を
謹
ん
で
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

平
成
二
一
年
一
月

序

法
学
部
長

国
分
良
成
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